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谷井康人さん
1966年、和歌山県生まれ。19歳でカリフォルニア大学留学のためアメリカに渡るも父の病で帰国。
谷井農園の3代目となり、みかんのほかジュースなども手掛ける。こだわりの自家製ジュースは「アマ
ン東京」をはじめとするホテルで提供されている。 
URL　http://www.taniifarm.jp/  

和歌山県有田郡の谷
たに

井
い

農園。みかんの産地として知られる
町にある、従業員15人ほどの小さな農園が注目を集めてい
る。代表を務めるのは、19歳で農園を継ぎ、家族経営の小
規模農園に革命を起こしてきた谷井康人さん。一般に流通す
る生のみかんは市価1kg250円前後とされるが、谷井農園で
生産するみかんは３倍以上の1kg780円。オリジナルの自家
製フルーツジュースは、名だたる一流ホテルからの注文が引
きも切らないという。
農林漁業の6次産業化が広がり、和歌山県内だけでもジュー
スを製造販売するみかん農家が点在する中、谷井農園が選
ばれるのはなぜか。そのブランド価値を支え続ける谷井さん
のこだわりを探った。

自家製フルーツジュースに一流ホテルの注文が殺到和歌山発

を起こした
みかん農園
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谷井農園のジュースに使われる柑橘類と収穫時期（目安）

“奇跡”のジュースを生んだ
和歌山の小規模農園

　JR紀勢本線湯浅駅から徒歩20分。細い
坂道を奥まで進むと谷井農園の柑

かんきつ
橘畑が現

れる。７ヘクタールほどの小規模な農地で
10種類以上の柑橘類が育ち、生食用とし
て、またフルーツジュースなどに加工され
て日本各地に届けられている。
　谷井農園の名を世に知らしめたのは、オ
リジナルの自家製フルーツジュース。とろ
りと濃厚な飲み口と爽やかな味わいはまるで

“飲む果実”。美食家がこぞって絶賛し、多

いだのは今から約35年前のこと。最初は多
くの農家と同様、収穫したみかんを市場経
由で出荷していたが、見た目の良さばかり
が重視される市場に限界を感じはじめた。

「お客さまが本当に求めているものは何か
と突き詰めたら、やはり見た目の良さじゃな
くて味なんです」
　親の代から有機肥料を使ったみかん作り
にこだわってきて、味には自信があった。
スーパーが増え、個人経営の青果店が減っ
ていく中で市場の競

せ
りが縮小していくこと

も見越し、見た目ではなく味の良さで勝負
ができる個人向け販売を選んだ。

手を加えるのは肥料だけ。
自然と共生しおいしいみかんを栽培

「みかんをもっとおいしくするには……」と考
えた谷井さんが挑戦したのは液肥やマルチ
シートを使った“糖度の高いみかん”作り。
一般的なみかんは糖度12度ほど、甘いも
ので14度、マルチング※をすれば18度の
みかんもできる。しかし、5年かけて糖度
を上げたものの、無理に負荷をかけた味は
不自然と気付き「何もしないのが一番おい
しい」と確信したという。
　「何もしない」とは、何も手を加えないと
いうことではない。必要最低限の肥料を与
え、日当たりを良くするために剪

せんてい
定もする。

ただ、余計なことはしない。その年々の天
候に合わせ、自然界のバランスを乱さない
ような環境で育てる。

「例えば害虫を駆除するよりは、虫がすめる
環境で育てたい。虫が育たない環境で作っ
たものを人間が食べるのはおかしいと思っ
ています。害虫が出たとしても枯れるほど
の被害はないんです」
　目指したのは自然との共生。自然と対話
しながらのみかん作りだ。自然に近い状態

にこだわると、人間が手を加えるのは肥料
くらいだと谷井さんは考える。土環境を整
える有機肥料は微生物によって分解され、
根っこを元気にする。根っこが広がって木
の土台がしっかりするほど、おいしいみか
んになる。
　肥料の量は木の状態や葉の色を見て調整
している。9月から10月ごろのみかんの葉
が竹の葉と同じ色なら合格。竹の葉より濃
ければ肥料過多で、薄ければ不足というの
が、父が長年の経験から見いだした谷井農
園流の基準だという。
　肥料の適度な配分、量、与え方をとこと
ん追求し、10年以上を費やしてできたみか
んは「極

ごくじゅく
熟みかん」と名付けた。ワックスも

防腐剤も未使用で3kg当たり4,000円前後。
果実は小さいながらも味が濃く、香りや甘
み、酸味がたっぷり感じられると好評で、毎
年届くのを楽しみにする固定客が多い。

「僕がおいしいみかんを作ったという認識は
違います」と谷井さんは言う。

「適度な肥料、天候、夏の乾燥とかすべて
の環境要素一つひとつが積み重なって『お
いしいみかん』という結果にたどり着くだ
け。人間の手仕事なんてほんの1割ほどで、

くの洗練されたホテルがゲストに提供する
ジュースとして選んでいる。2014年には
世界有数の高級リゾートホテルグループの
アマンリゾーツが運営する「アマン東京」か
ら直々にオファーをうけ、ホテルのオリジナ
ルジュースを共同で開発。多くのメディア
にも取り上げられた。

市場を通さず味の良さで勝負
個人販売がすべての始まりに

「もともとジュースを作るつもりはありませ
んでした。きっかけはみかんの個人販売を
始めたことです」と語る谷井さん。農園を継

“本当に良いもの”にこだわる。究極のみかん 作りのために選んだ個人販売

6月中旬からはバレンシアオレンジの収穫期。できは葉の
色、果実の肌艶や色味などでチェックする。

※マルチング：湿気を蒸発させ雨水を遮断する透湿性シートで地面を覆い、水分を極力与えないことで果実内の成分を濃くする農法。

　とろりとして果実味あふれる谷井農園のジュース
作りには、はるばるアメリカから運び入れた搾

さ く
汁
じゅう

機
の存在が欠かせない。「本当に機械ひとつで全く違
いますよ」と谷井さんは力説する。
　最初はアメリカの機械を入れるつもりはなかった
が、農園を継ぐ前に留学したアメリカの大学で偶然
入ったジュースバーが強い印象として焼き付いてい
たことが、谷井さんを駆り立たせた。

「僕が飲んだのはその場で果実を搾って出してくれ
る生のオレンジジュースでした。あまりのおいしさ
に鳥肌が立ったのを覚えています」
　谷井さんいわく「ジュース作りでは搾り方や殺菌

時の熱の入れ方が肝」。知人に教わった搾り方も業
者委託も、何をやっても満足する味わいのジュースに
たどり着けずに行き詰まりかけたとき、谷井さんを
救ったのが、アメリカで飲んだジュースの記憶だった。

「あのとき見た搾汁機が記憶に残っていたんです。
あれならおいしく搾れると思いました」
　確信は当たっていた。できたジュースはほどよい
果肉感とフレッシュな香りに満ちた、まさに追求し
続けていたものだったという。導入から約20年。
搾汁機は今も現役で稼働し、谷井農園のジュース
作りの要所を担う。

酸っぱい昔ながらの柑橘
夏みかん

アメリカで飲んだ感動の味を目指して

酸味が早く抜けるので夏
みかんより甘味が強い

甘夏

有田の代表銘柄。収穫時期により
甘みと酸味のバランスが変わる

温州みかん 

国産は少なく、収穫まで
時間と手間がかかる

バレンシアオレンジ

きれいなオレンジ色で甘
さとみずみずしさが人気

清見オレンジ

清見とポンカンの交配種。糖度
が高くバランスの取れた味わい

不
し ら ぬ い

知火

果肉は爽やかで香り高
く酸味は少なめ

三
さんぽうかん

宝柑 

▶日本へは販売されずリースのみ。
年間150万円ものリース料を払っ
て導入したこだわりのマシン。

八
はっさく

朔
独特のほろ苦さがあり、上品
な甘さとほどよい酸味が特徴

濃く鮮やかなオレンジ色
で香りも良くジューシー

いよかん

あとは自然が作ってくれたという感覚です」
　みかんのできは天候次第。農園の経営
面では困るが、それでも天候に左右されな
いより、されるみかんの方がいいという。
収穫したみかんは甘くできの良いものとそ
うでないものに分けられ、本当に自信を
持って世に出せるものだけが生食用として
出荷される。毎年選ばれるのは3割程度。

「おいしいみかん」へのこだわりが人一倍強
いからこその厳しい選別が、谷井農園の商
品価値を支えている。

果実味にこだわり抜いたジュース搾り

清々しい香りが魅力。
種は多いものの爽やか
な風味と甘味は抜群

ポンカン
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プレゼント

本書を5名の方にプレゼントいたします。お名前、貴
社名・部署名、ご住所、電話番号、宛名ラベルに
表示されております8桁の登録番号をご記入の上、
10月末日までにご応募ください。厳正な抽選の上、
当選者ご本人に直接当選の連絡をいたします。な
お、アズビル社員ならびに関係者は応募できません。

奇跡のみかん農園
けっして妥協しない零細農家の
すごい仕事の話
谷井 康人 著

谷井農園を成功に導いた農園革
命児、谷井康人氏の取組みと、そ
の背景にある信念を紹介。話題
の農家の仕事術や精神論に学
ぶ、農業以外のビジネスパーソン
でも共感を得られる一冊。
SBクリエイティブ／1,512円（税込）

プレゼント応募宛先
〒100-6419
東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビル
アズビル株式会社　azbil 編集事務局
TEL：03-6810-1006　FAX：03-5220-7274
E-mail：azbil-prbook@azbil.com

“売れないみかん”で新商品。
ジュース作りに見いだした可能性

　おいしいみかんにこだわるがために収穫
分の約7割は出荷できないという現実に、さ
すがに「これはいかん」と始めたのがジュー
ス作りだ。

「昔と比べてみかんの需要は減っています。
冬みかんはまだよくても、甘夏、八朔のよ
うな皮の厚い種類はむくのが面倒なのか人
気がない。食べやすくひと加工した方が需
要が高くなるかもしれないと考えました」 
　ジュース製造は想像以上に難航。特に殺
菌処理は失敗と試行錯誤の繰り返しだった。
　最初は知人の教えどおりジュースを瓶詰
めしてから加熱殺菌していたが、届けた
ジュースが発酵し、苦情が殺到したのだ。

「一から作り直してはできた製品を1カ月間
外に置いて何本発酵するかを確認し、1工
程ずつ根気強く検証していきました」
　検証の末、殺菌処理をジュースと瓶を
別々に加熱する方法に変えることに。まず知
り合いの鍛冶屋に相談し、独自の殺菌処理
機を開発した。みかんジュースは加熱し過

ぎると特有の加熱臭で風味が損なわれる。
その上、谷井農園のジュースはとろりと濃
厚で焦げ付きやすい。温度や時間を１度1
秒単位で変え、問題なく熱処理ができるよ
うになったのは約3年後だった。

毎日の拭き掃除でクレームゼロへ。
真っ白でクリーンな製造工場　

　谷井農園の一日は掃除に始まり掃除に終
わる。谷井さんも朝４時に工場全体を、夜
８時ごろに従業員が帰ったらトイレ周りを掃
除している。川の水が上流から下流へ流れ
るように、トップが率先して行動すれば従業
員も影響されるという考えからだ。
　搾汁や殺菌処理の問題が解決し、憧れの
ホテルとの取引も決まってジュース事業が
軌道に乗ってきたころ、その憧れのホテル
から、納品したグレープフルーツジュース
に異物が混入していたという苦情が入った。
異物の正体は黒色化したグレープフルーツ
の芯。偶然機械のフィルターをすり抜けて
しまったものだった。衛生管理の甘さが原
因と考え、すぐさま掃除を徹底。毎日の工
程に1時間の拭き掃除を加えたただけでな

く、工場も白く塗り替えた。掃除への取組
みは、環境や従業員の意識の変化だけでな
くクレームの軽減や効率アップにもつな
がったという。
　その一例に、梅雨の前になるとペットボト
ルジュースに発生していたキャップ内側の黒
いカビがある。何万本かに1本の割合で起
こっていたが、掃除を機に工場にかかわる
すべての工程をチェックし、メーカーから納
品される包材の品質管理もより入念に行うよ
うになった結果、黒カビの発生はなくなった。

「不具合が起こるときというのは必ず自分に
原因があります。起こっている現実を変え
るためには、まず自分の意識から変えない
といけません」
　こうした掃除への取組みや姿勢、成果が
評価され、2年連続で日本そうじ協会の掃
除大賞を受賞。和歌山県保健所の勧めで
昨年から取り掛かっているHACCP※認証も
年内には取得予定だ。

客層や好みに合わせて作る
オーダーメードのジュース

　谷井農園では、場所、客層、提供する

シーンなど出荷先ごとに異なるニーズに合
わせてそれぞれ味わいを変えてオーダー
メードのジュースを作っている。

「ホテルごとに搾り方や収穫のタイミングを
変えています。例えば、みかんは１１月に搾
ると酸味が強く、１月だと酸味が少ない。
あるホテルの場合は収穫後しばらく置いて
甘く熟成させますが、完熟を待たずに酸味
の強い時期に収穫する場合もある。その年
のできによって変えることもします」
　搾るタイミングや収穫の仕方を変えるこ
とで、甘みや酸味が異なる果汁が取れる。
出荷先ごとに経験と舌を頼りに果汁をブレ
ンドし、目的の味に調えていく。

「お客さまが何を求めているか。それだけ
です」
　例えばあるホテルに納入しているオレン
ジジュースは、瓶詰め前に搾ったジュース
を一度トレーにあけ、スプーンでカスを取
り除いている。20リットル分にかかる時間
は４人がかりで１時間。フィルター処理で
は、飲み慣れているゲストに「味が薄くなっ
た」と指摘されてしまうからだ。そこまで徹
底しないと、品質に厳しくクレームに敏感な
ホテルとの取引は続けられないという。
　6次産業が一般的になり、ジュースの製造・
販売に取り組むみかん農家も多い中、谷井
農園のジュースが一流の人々に選ばれる背
景には、様々な要求にも「ノー」と言わずに
手
て

間
ま

隙
ひま

惜しまず応える姿勢と、それを徹底し
て維持することで築かれる信頼関係がある。

大切なのは「経験の貯蓄」
答えが出るまでの過程が大事

　谷井さんの根底にあるのは、ニーズを追
求し、それに応えたいという真

しん
摯
し

な想い。
それがブランド価値につながってきた。経
験を積むことと、良いと思ったことはとこと
んやることを美徳とする。
　今でこそ一流ホテルや著名人の顧客が多
いがそれも結果の一つ。廉価商品を販売し
顧客層の拡大を図ったときに苦い経験をし
たことから、価値あるものを作り、その価

値を求める人に販売するスタイルを学んだ。
「何事も経験をすることです。お金は貯めな
くてもいいけど、若いうちに経験という貯
蓄はしなさいと、若い人には言っています。
インターネットで簡単に答えが見つけられ
る時代ですが、答えを出すことよりも、答
えが出るまでの過程が大事だと思います。
僕も悩み苦しんでやってきました」
　後継者問題が懸念される農業。谷井さん
は「今後は、農家の法人化により農業を生産
から販売までのパッケージビジネスとして、
次の世代につないでいきたい」と語る。

製造工場は天井から床まですべて真っ白。「工場中全部を白くすれば汚れが目立ってみんなが意識して掃除する上、きれ
いに使うから汚れない」との発想だ。室内温度を１年中10℃に保ち、衛生管理を徹底する。

※HACCP：「Hazard（危害）」「Analysis（分析）」「Critical（重要）」「Control（管理）」「Point（点）」の略語。食品を製造する際に安全を確保するための管理手法のこと。

写真は「しらぬいジュース」。果実を乾燥・熟成させてから
搾るため、１本当たり約1.5㎏の果実が使われる。

それまでの常識を変えたジュース作り 搾り方や殺菌方法、工場の清掃も妥協しない。 

出荷先ごとの味に合わせて
収穫時期を調整。

収穫1 肌のキメが細かいと甘く、キメが粗いと
味が悪い。ミツバチの吸い跡や、皮に
菊のような模様があるものも味が良い。
さらに味見もして、甘みや酸味の度合
いごとに分類する。

分類2

分類したみかんは、薄皮や、アルベドと
呼ばれる白い繊維を手作業で丁寧にむい
てから搾る。出荷先ごとに搾るタイミン
グを変え、冷凍保存もする。

搾汁3

梱包は一つひとつ手作業で
和紙でくるんでいく。

梱包5

殺菌処理が済んだジュースを、煮沸
殺菌したボトルに充填。

加熱殺菌4

搾汁したジュースは釜で
加熱殺菌。

みかんジュースができるまで
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生産能力の強化を念頭に、「A1」と呼ばれる

工場の新設に着手。日本で製品を生産する

ことにこだわり、グローバル生産拠点として

栃木県の鹿沼地区に新設した工場で同社が

目指したのが、ミッションにうたわれる“美し

さ”の追求でした。

「特にマシニングセンタ＊1やCNC旋盤＊2な

ど金属加工機械を多用する当社の製造現場

は、切削油の利用に伴う空気中へのオイル

ミスト＊3の飛散が避けられません。それに

よって床や設備が汚れ、現場に油の臭いが

充満するなど、従業員の健康や安全操業の

面での問題の要因となります。その解消に

は、いかに製造環境にも“美しい進歩”を創造

していくかということが重要な決め手となる

わけです」（岡村氏）

「また当社には、週に数回という頻度で海外

からのお客さまが訪れます。扱う製品が医

療用機器ということもあり、どういう姿勢で、

またどのような環境でモノづくりに取り組ん

でいるかということが製品の信頼度に大き

くかかわります。我々の製造現場を、オイル

ミストが極めて少ない清潔・清浄な環境に

保つことは、お客さまの信頼に足るブランド

イメージを確立する上でも重要な課題でし

た」（阿久津氏）

　オイルミストに関して同社では、以前から

既設工場に電気集
しゅう

塵
じん

機
き

を導入して、対策を

行ってきました。そこでは日本産業衛生学

会が勧告値とする工場内のオイルミスト含

有量3.0mg/㎥といった数字を十分にクリ

アしていました。

「しかし、今回のA1工場においては、その値

を0.3mg/㎥にまで低減することを目標に

設定し、製造現場の清潔さ、清浄さをより高

いレベルで達成していくことを目指しました」

（岡村氏）

既設工場内での事前調査に基づく
緻密な提案内容に大きな安心感

　ナカニシでは、A1工場で採用する集塵機

の検討に着手。候補に挙がった複数社の製

品に対して、油煙発生機を用いた同一の環

境下で稼働させ油の回収率を検証すると

いった実機試験を行いました。その結果、

2017年7月に同社が採用を決めたのが、

製造現場の“美しさ”を追求
安全衛生、ブランド力の強化を目指す

 

　1930年の創業以来、高速回転技術を核

に、歯科医療機器、工業用切削・研削機器、

外科医療機器などの分野で各種製品を提供

している株式会社ナカニシ。「革新的削るテ

クノロジーによる美しい進歩の創造」をミッ

ションとして、高度な技術力の追求のみなら

ず、“美しい進歩”をも追い求めるという独自

の哲学に基づき事業を展開しています。

　特に歯科医療用回転機器（ハンドピース）

の領域において同社は、1分間に45万回転

という超高速回転を達成する製品を世に送

り出すなど、その技術力はグローバル市場

において高い評価を獲得。同社製品は世界

135カ国・地域のユーザーに利用されてい

ます。連結売上高の比率を見ても、国内市

場に比べて高い成長を期待できる海外市場

での販売が約80％（2018年12月期）を

占めており、同社のビジネスは成長の一途

をたどっています。

　ナカニシでは、そうした海外市場に向けた

快適な作業環境の実現によって
現場作業員の生産性向上を実現

　操業開始6カ月後の計測では、A1工場の

各製造現場における空気中のオイルミスト

含有量の全体平均が、0.18mg/㎥と、当初

設定した厳しい目標値を大幅にクリアして

います。同社を訪れるお客さまからも、金属

加工の製造現場とは思えない、きれいな環

境に驚きの声が上がっているとのことです。

「現場の作業員もオイルミスト低減の効果

を体感しています。空気の清浄感が増して

快適な環境で作業が行えることで、各人の

モチベーションが向上し動きも良くなりまし

た。また、機器のメンテナンスや清掃作業も

軽減され、その時間を本来の作業に向ける

ことができるため生産性の向上にもつなが

りました」（磯氏）

　さらにアズビルトレーディングは、A1工

場の各製造現場におけるTRIONの負荷状

況を把握し、各エリアでのメンテナンス計画

をナカニシに提案。同社にとっては、そうし

たことも今後のTRIONの運用に向けて大

きな安心感につながっているといいます。

「工場新設に際して掲げた厳しい目標値をク

リアできたことを踏まえ、これから我々が目

指していこうとしているのが、集塵機の稼働

にかかわる電力消費の削減です。今回導入

したTRIONにはインバータが装備されてい

るので、清浄度が高いエリアについては運

転レベルを少し緩めるなどして、省エネ実現

についても検討していきたいと考えていま

す」（阿久津氏）

アズビルトレーディング株式会社が提供す

る工業用屋内電気集塵機 オイルミストコレ

クター TRIONでした。

「アズビルトレーディングは事前調査として、

既設工場内の56カ所でパーティクルカウン

ターと粉塵濃度計を用いて空気清浄度の計

測を行いました。その結果に基づき、A1工

場において当社が掲げる0.3mg/㎥以下と

いう目標の達成に必要な集塵機の台数、1

時間当たりに必要な換気回数などを詳細に

検証し、提案してくれました。そうした緻密

な対応には大きな安心感がありました」（阿

久津氏）

　2017年12月から翌2018年2月にか

けてA1工場に72台を設置。同年3月のA1

工場操業開始に合わせ、TRIONも運用を開

始しました。

「既設工場の天井つり下げ型電気集塵機で

は、集塵された油の回収に高所作業台を使

うなど、大きな作業負荷が伴っていました。

A1工場ではアズビルトレーディングから、こ

の作業を安全に、容易にするためのドレン排

出が提案され、油がたまったことを目で見て

確認して、簡単に排出作業ができるような

仕組みを作り込んでくれました。これだけの

量の油が空間を舞っていたのかと大変驚き

ました」（古田土氏）

「回収された油は、再度作業用の切削油とし

てリサイクルされます。また、TRIONの採

用により集塵機のフィルタ交換作業も不要

となり、併せてコスト削減も実現しました」

（磯氏）

歯科医療用回転機器の領域で
世界をリードするナカニシ。海外
での製品需要拡大を見据え、生
産能力向上を目指し新工場を
設置した同社では、作業環境改
善のため、電気集塵機を活用し
て製造現場のオイルミスト削減に
取り組みました。その結果達成さ
れたクリーンな作業環境により、
作業員のモチベーションが向上
するなど生産性の向上に貢献。
同社を訪れるお客さまからの評
価も高く、ブランドイメージを高め
ることにもつながっています。

製造現場のオイルミスト削減を推進
作業環境の改善が生産性向上とブランディングに貢献

株式会社ナカニシ A1工場

※TRIONは、Johnson Controls, Inc. a Wisconsin Corporationの製品です。

「今回の取組みを通して、常にユーザー目線

に立った支援を貫いてくれたアズビルトレー

ディングには、今後も我々が思いつかないよ

うな“美しい進歩”の創造に寄与する提案を

大いに期待しています」（岡村氏）

 

＊1：マシニングセンタ
自動工具交換機能を持ち、目的に合わせてフライス加工・中ぐ
り加工・ねじ立てなどの異種の加工を1台で行える工作機械。
主に切削加工を目的としており、工具マガジンには様々な切削
工具を格納。コンピュータ制御によって工具を自動的に交換し
て加工を行うことができる。

＊2：CNC旋盤
コンピュータの数値制御による機械加工であるCNC加工で用
いられる旋盤。

＊3：オイルミスト
工作機械での切削加工に際して、工具と加工物である金属の
間の摩擦抑制、冷却を行うために用いられる水溶性切削油など
が加工の過程で霧状になって空気中に飛散したもの。

用語解説

所 在 地：栃木県鹿沼市深程990
設　　立：1953年（1930年創業）
事業内容：�超高速回転技術を核とした歯科医療用機器、外科

医療用機器、一般産業用機器の開発・製造・販売

株式会社ナカニシ A1工場

加工部
工機課 マネージャー
阿久津 雅和 氏

加工部
加工2課
軸加工係
係長

古
こ

田
だ

土
と

 怜
さとし

 氏

加工部
NC課
CNC2係
係長

磯
いそ

 知
さ と

志
し

 氏

執行役員
生産部門担当
岡村 茂樹 氏

A1工場に設置された天井つり下げ型のTRION。工場の4エリアに計72台を
導入。マシニングセンタなどから発生し、空気中に浮遊するオイルミストを集塵
し、清浄した空気を工場内に循環させている。

工 場 壁 際 に設 置されたドレン 排 出 器。
TRIONで集塵されたオイルミストはドレン管
を通ってここにたまる。
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因するものでした」（山本氏）

　これに対し同製造所では、各プラントで稼

働するバルブのポジショナを旧来の機械式

から、マイクロプロセッサを搭載した高機能

型のポジショナへと順次切り替えていくこと

を決定。アズビル株式会社のスマート・バル

ブ・ポジショナを採用しました。

「当時、ポジショナのスマート化に特に先進

的に取り組んでいたのがアズビルでした。ア

ズビルのポジショナは、アズビル以外の他社

製バルブにも取り付けられるため予備品を

共通化できる点も大きなメリットでした」（上

向井氏）

バルブの異常の予兆を速やかに捉え
故障発生を未然に防げる体制を整備

　大分製造所内にある四つのプラントでポ

ジショナの更新を進めていく中で、アズビル

から追加提案されたのが調節弁メンテナン

スサポートシステム PLUG-IN Valstaff

（以下、Valstaff）でした。生産プロセスの

要所で稼働するバルブの故障は、プラント

操業の継続性や生産物の品質に悪影響を

及ぼす可能性がある上、オペレータにとって

も非常に負荷がかかるものです。Valstaff

は、スマート・バルブ・ポジショナから、開度

設定値とバルブ実開度の偏差など、稼働に

かかわる各種データを収集。バルブの不調

を早期に検知し、メンテナンスの意思決定

に必要な情報を可視化することで、メンテナ

ンス業務の効率化を支援します。

「これまでオペレータは、意図しない流量の

変化の発生など、問題が顕在化するまでバ

ルブの異常に気付くことができませんでし

た。Valstaffでオンライン監視することで、

稼働中のバルブの異常の兆候を早期に検知

することができ、問題を未然に防ぐための対

処がいち早く行えるようになります。安定的

かつ安全な操業を行うための強力なツール

になると考え、導入を決めました」（山本氏）

　その後大分製造所では、2013年にジビ

ニルベンゼン製造設備においてポジショナ

の更新が完了したのを契機にValstaffを導

入し、50台のバルブの監視を開始しました。

更新したポジショナからの情報でバルブの

異常の兆候が確認できたことから、この仕

たび重なるバルブの故障を契機に
高機能型ポジショナに更新

 

　NSスチレンモノマー株式会社は、2011

年8月に新日鐵化学株式会社（現・日鉄ケミ

カル＆マテリアル株式会社）と昭和電工株式

会社の共同事業会社として設立。食品容器

や家電製品で多用されるABS樹脂などの

原料となるスチレンモノマーを主力製品に、

ベンゼン、トルエン、キシレンといった芳香

族化合物の生産などを通じて広範な産業

ニーズに応えています。

　大分石油化学コンビナートに立地する同

社の大分製造所の化学プラントでは、芳香

族製造設備、スチレンモノマー製造設備2

系列、ジビニルベンゼン製造設備の4プラン

トが操業しています。

「各プラントは1977～1990年に稼働を

開始して以来長年にわたり生産活動を続け

ていますが、特に2009年ごろからバルブ

の故障が多く発生するようになりました。そ

の原因を探ると約4割が経年化によるバル

ブの開度を制御するポジショナの不調に起

ブ群がValstaffによって集中管理されるこ

とになります。

「目視や人の感覚で調整を行った後、データ

で状態を確認するとゼロ点開度がずれてい

る場合があります。データを基にした検査や

調整を行うことで検査品質も向上しました」

（山本氏）

「アズビルのサポートサービスでは、年に一

度、Valstaffに蓄積されたバルブの運転

データを回収し、稼働傾向の分析や問題を

抱えていそうなバルブの抽出などを行いレ

ポート化してくれます。そこで得られる情報

もメンテナンスのタイミングや運用方法の

策定に大いに役立てていけると考えていま

す」（上向井氏）

　また、Valstaffに加え、フィールド機器を

管理するアプリケーションのアズビルのデ

バイス・マネジメント・システム Innova-

tiveField Organizer™のさらなる活用も

目指しています。

「InnovativeField Organizerでは、HART

通信＊1により各種フィールド機器の監視を行

うことができます。将来的にはバルブだけで

はなく、流量計や圧力計などのデータも取

り込み、より広範なフィールド機器の統合管

理を実現し、プラント操業の継続性や安全

性、生産性といった各局面で新たな価値を

追求していきたいと考えます。アズビルには

そうした我々の取組みを引き続きサポート

してくれることを期待しています」（山本氏）

組みを全設備に展開していくことになり、

2016年には2系列あるスチレンモノマー

製造設備の1系列のバルブ150台、2018

年には芳香族製造設備の200台と、ポジ

ショナのスマート化が完了した設備ごとに

Valstaffの適用を拡大していきました。現

在では四つあるプラントのうち、三つのプラ

ントで稼働する計400台のバルブの状態を

Valstaffで監視しています。

「最近では、Valstaffが表示するグラフから

異常の兆候を読み取れるようになってきま

した。個々のバルブの個性や特性を見極め

ながら、どういう挙動を監視し、アラート発

報の閾
しきい

値
ち

をどこに設定するかといった運用

方法を検討するとともに、アラートが上がっ

た際の対応体制やルールの構築を進めてい

るところです」（牧氏）

システムでバルブ検査を自動化
作業に要する時間と人的負荷を削減

　Valstaffの導入は、バルブの点検の面で

も大きな効果をもたらしています。大分製

造所では2年に一度、定期修理のプラント停

止時にバルブの作動検査を行っています。

Valstaffからバルブに対してステップ的に

開度設定値を変化させ、バルブ実開度の応

答性を確認するステップ応答検査が非常に

役立っています。

「これまで検査を実施する際には、計器室側

に1人、バルブが設置されている製造現場

側に1人の2人態勢で行ってきました。現場

側の人員が個々のバルブの場所まで行き、

互いに連絡を取り合いながら検査作業を進

めていましたが、今ではValstaffが自動的

に診断を実施してくれます。これにより、2

人で7日程度を要していた検査作業が自動

化され、約2～3時間で完了できるようにな

りました。それに加え、16台のバルブを同

時に検査してくれる機能もあり、大幅な作業

の効率化につながっています」（牧氏）

　大分製造所では、2020年をめどにスチ

レンモノマー製造設備のもう一つの系列で

稼働する200台のバルブもValstaffで監

視できるように作業を進めており、すべてが

完了すればプラント全体の計600台のバル

スチレンモノマーを主力製品に
広範な産業ニーズに応えるNS
スチレンモノマー。同社の大分
製造所では、たび重なるバルブ
故障を受け、スマート・バルブ・
ポジショナへの移行を推進。シ
ステムによるバルブの状態監視
の強化を進めています。これに
より、バルブの故障傾向を管理
できる仕組みが整うなど、プラン
トの操業に高度な安定性がもた
らされています。

バルブ運用管理のスマート化を推進し
プラント操業の高度な安定性を追求

NSスチレンモノマー株式会社 大分製造所

※Valstaff、InnovativeField Organizerは、アズビル株式会社の商標です。
※HARTは、FieldComm Groupの商標です。

 

＊1：HART（Highway Addressable Remote Transducer）通信
業界標準方式として世界的に普及しているフィールド機器と調
節計、表示計などとの通信信号。

用語解説

所 在 地：大分県大分市大字中ノ洲3
操業開始：1969年
生産内容：�芳香族製品（ベンゼン、トルエン、キシレン）、

スチレンモノマー、ジビニルベンゼン

NSスチレンモノマー株式会社 大分製造所

設備グループリーダー
山本 淳司 氏

設備グループ
シニアマネジャー
電気・計装・システム
チーフ

上
うわ

向
むか

井
い

 隆作 氏

設備グループ
電気・計装担当
牧 秀年 氏

スチレンモノマー製造設備で稼働す
るスマート・バルブ・ポジショナとトッ
プガイド形単座調節弁。バルブの動
作にかかわるデータがポジショナか
らValstaffに送信され、異常の兆候を
速やかに検知できるようになってい
る。

Valstaffの調節弁オンライン診断で表示したグラフ。バルブの稼働状況の確認、異常
予兆の検知に加えて、オンラインまたはオフラインでの診断機能を利用したバルブの
検査などもパソコンからの操作で行える。
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お客さまの豊かな未来の実現に、製品デザインで貢献

アズビルでは「人を中心としたオートメーション」のグループ理念をベースに、多岐にわたる市場において、現場での業務に着目

し、ユーザーを第一に考えた製品デザインを推進しています。我々が目指すオートメーションの未来像は、利便性や快適性、安全・

安心を実現するだけではなく、これからのお客さまの働き方や暮らし方を豊かにし、先進性を追求し続けることです。人を第一に考

えたデザインで、新たな価値をお客さまに提供しています。

― 製品開発を通じて「人と技術が協創する新しいオートメーションの姿」を考える ―

るビル管理の現場で工場市場向けの製品が

同時に利用されていることや、逆にアズビル

の工場市場向けの製品が導入されている工

場でビル市場向けの製品が稼働していると

いったケースも珍しくありません。同じ種類

の電気信号にもかかわらず、ビル向けと工

場向け機器で違う表現がされていた場合、

アズビルの製品をご利用いただくお客さま

に不安を与えてしまったり、使い勝手が悪い

と思わせてしまったりということにつながり

ます。小さなことに対しても広い視野で考

え、事業を超えて各製品の細部まで丁寧に

一貫性を持って設計していくことが、お客さ

まに安心して使っていただける製品を提供

することにつながります。

　また、アズビルの「人を中心とした」のデ

ザインコンセプトは、ハードウェア、GUI各々

において、ユーザーそれぞれのエクスペリ

エンス（体験）をいかに最良のものにするか

を重要なポイントに据えており、想定される

ユーザーによって製品がどのような目的で

どのように使われるかを徹底的に知るところ

からスタートします。例えば、ビル管理の現

場には空調機などの機器のメンテナンスに

従事する設備管理の担当者もいれば、設備

の稼働を監視するオペレータもいます。こ

れらの人々は、同じビルの業務を行っていて

も、その作業内容や業務プロセスは大きく

異なっています。そのため、中央監視装置

の監視画面でも、アクセスする画面、情報が

違ってきます。アズビルでは、それぞれの作

業内容や目的を熟知することで、各ユー

える課題を解決していくことにつながると

考え、製品のデザインに取り組んでいます。

例えばハードウェアの設計やGUI（Graphi-

cal User Interface）の設計に落とし込み、

各事業の開発担当者が各々設計を行う際に

も、アズビルの製品として一貫性を持ったも

のに設計できるように工夫しています。アズ

ビル製品をどのように使ってもらうのがよい

かを考えるだけではなく、お客さまが現場で

悩む時間を減らし、新しい価値の創造にそ

の時間を充てることができるようにという想

いを持ってデザインしています。

事業領域を超えたデザインの一貫性が
ユーザーの使いやすさ、生産性向上に貢献

　アズビルは、幅広い市場・業種のお客さ

まに製品やサービスを提供していますが、

その多くは、あらゆる製造業界やインフラ、

またはオフィス環境などを陰から支えてい

る存在です。多くの人の目に触れることの

少ない製品がほとんどですが、こういった製

品にこそ使う人を第一に考えたデザインを

行うことが重要であると考えています。そこ

でアズビルは、ユーザー中心の設計、すな

わちお客さまが現場で作業を間違えないこ

と、良好な使い勝手や操作性を確保するこ

と、製品自身が破損・劣化しにくいことに

重点を置き製品のデザインに取り組んで

います。それらを具現化した製品は、安全

性、信頼性、効率化を確保できると考える

からです。

　例えば、アズビルの製品が導入されてい

全社横断でデザインをマネジメント
「アズビルらしさ」を追求

　azbilグループは、建物分野のビルディン

グオートメーション（BA）、工業分野のアドバ

ンスオートメーション（AA）、建物・工業分

野で培った計測・制御の技術を活かして

人々のいきいきとした暮らしに直接貢献す

るライフオートメーション（LA）という三つ

の柱で事業を展開しています。「人を中心と

したオートメーション」の理念の下、お客さ

まの現場で、お客さまとともに新たな価値

を創造し、様々な課題解決に貢献すべく取

組みを推進。その理念は、製品の「デザイ

ン」にも貫かれています。

　アズビル株式会社では、全社横断でユー

ザー視点でのデザインを推進する組織を拡

充しました。「人と技術が協創するオート

メーションの世界」を、アズビルが目指す

オートメーションの未来像と位置付け、アズ

ビル全体に共通するデザイン指針の策定や

人間中心設計の浸透、デザイン思考での開

発推進を行っています。

　アズビルが事業を展開している市場は、

建物、工場、プラントなど多岐にわたってお

り、その中でアズビルは、監視システムから

コントローラ、それにつながるセンサやバル

ブなど、上位から下位まで一貫して設計、開

発しています。これらの多種多様な製品に

対して単なる外観・見た目の統一だけでは

なく、複雑な機能をデザインを通して分かり

やすくしていくことが、お客さまの現場で抱

ザーに対して最適なGUIを提供できるよう

情報を整備する取組みも進めています。

　さらに、ユーザーに製品をミスなく想定ど

おりに使いこなしてもらえるかを綿密に検

証すべく、ユーザビリティテストをデザイン

のプロセスに組み込んでいます。該当製品

の開発部門以外の従業員やお客さまに試用

していただき、問題点を抽出して改善すると

いう工程を、デザインの途上で何度も繰り

返し行っています。

国内外のデザイン賞で
高い評価を獲得

　このような取組みを経てリリースされた

アズビル製品のデザインは、国内だけでは

なくグローバルに高い評価を得ており、数々

の製品が国内外の著名なデザイン賞を受賞

しています。

　近年では、石油化学や食品、医薬品、半導

体など多様な製造現場での運転に用いられ

るコントロールバルブの開閉制御を行うス

マート・バルブ・ポジショナが2013年のグッ

ドデザイン賞を獲得。また2016～2017

年には、ビルディングオートメーションシス

テム用の統合コントローラが、特にその信

頼性や機能性が高く評価され、グッドデザイ

ン賞、および国際的デザイン賞であるiFデ

ザインアワード、Red Dotデザインアワード

を受賞しました。コンシューマ市場向け製品

については、住宅用全館空調システム「きく

ばり™sシリーズ VAV仕様」が2018年に

グッドデザイン賞を獲得。部屋ごとの温度設

定や温調停止が行え、タブレットリモコンに

より家全体の温度設定を手元で操作・確認

できる点が高く評価されました。

　アズビルでは、あらゆる現場で働く「人」

の快適を考え、外見や見栄えだけではなく、

ユーザビリティの観点からもデザインにこ

だわり「アズビルらしさ」を追求しています。

そしてこの考えはazbilグループ全体として

のブランド形成にもつながります。オート

メーションメーカーとして、人が心地よく暮

らし、豊かに、いきいきと過ごすために必要

な製品やサービスを創出する上で、それら

を確実に使いやすく、安全に社会に提供す

ることが我々の使命です。今後も「人を中心

としたオートメーション」の理念の下、これま

で培ってきた技術を土台にし、未来の豊か

な暮らしの実現のため、人の明日を考えた

製品デザインに取り組んでまいります。

Vol.98

※きくばりは、アズビル株式会社の商標です。

■ アズビルの受賞製品例

2013年 グッドデザイン賞 受賞

2017年 グッドデザイン賞 受賞 2018年 グッドデザイン賞 受賞

スマート・バルブ・ポジショナ 統合コントローラ 

小型デジタル
マスフロー
コントローラ 住宅用全館空調システム「きくばり」

iF Design Award 2017 受賞海外

Red Dot Award : Product Design 2017 受賞海外

2016年 グッドデザイン賞 受賞国内
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マンガ：湯鳥ひよ／ad-manga.com

家庭やオフィスなどにある太陽光発電や燃料
電池、蓄電池などの設備を束ねて利用する仕
組み。まとめて制御することで、あたかも一つ
の発電所のような機能を提供する。

VPP（仮想発電所）
［Virtual Power Plant］

発電設備をつなぐことで
既存の発電所のように機能

　発電所というと、火力発電所や大規模

ダムなどのイメージが強いかもしれませ

ん。それら発電所は現在もこれからも電

力供給に欠かせない存在ではありますが、

近年は家庭用燃料電池や太陽光発電など

の登場でエネルギーを身近に感じる機会

が増えました。また、従来は契約できる電

力会社が決まっていましたが、2016年4

月から電力の小売り自由化が始まり、需要

家が電気を選べるようになりました。

　このように電気を取り巻く環境は日々

変化しています。そんな中、最近注目度が

高まっているのが「バーチャルパワープラ

ント（VPP＝Virtual Power Plant）」、日

本語では仮想発電所と呼ばれています。

　既存の発電所は1カ所当たりの発送電

規模が大きいのに対して、VPPは太陽光

発電や燃料電池などの小規模な発電設

備、家庭用蓄電池や電気自動車などの蓄

電設備を束ねて、あたかも一つの発電所

のように機能させるというものです。

　ただし、VPPは既存の発電所と違って、

多数の発電設備や需要家とネットワーク

を形成することで電力の需給バランスを

取り、エネルギーの効率利用を実現しま

す。既存の発電所を放送局から一方向に

発信するテレビの放送網だとすれば、

VPPは多方向で情報をやりとりするイン

ターネットに相当します。ネットワーク化し

て制御することで価値を生み出すのです。

電力の安定供給に必須
ピークのコントロール

　VPPの仕組みを解説する前に、日本の

発電事情について触れておきたいと思い

ます。

　発電施設は電力需要が予想される最大

のときでも対応できるように余力を持って

整備されています。しかし実際には、極端

なピークは夏場の数日間だけ。つまり、その

ような大きな設備は、1年間の大半は不要

でも、数日間のピークに対応するために発

電所はそれらの設備を維持しています。

需要が少ないときの電力をためておいて、

需要の多いときに振り向けられればよいの

ですが、電気はその性質上、ためておくこと

が難しいものです。発電所の建設や保守

管理の費用は稼働率に関係なく発生し、そ

のコストは電気料金の一部として需要家、

つまり私たちユーザーが負担しています。

　この問題を解決するには大きく分けて

二つの方法があります。一つはピークシフ

ト。電力需要のピーク時は生産活動を休止

し、その前後に生産量を増やすといった方

法です。もう一つはピークカット。需要が

多いときには積極的な節電などによって

電力使用量を減らすという方法です。

　さて、ここまでは需要のピークの話でし

たが、実は発電（電力供給）でもピークが

問題になっています。太陽光発電や風力

発電などの再生可能エネルギーは条件次

第で発電量が増大しますが、送受電設備

の能力には限界がありますし、需要が低い

場合は、供給が需要を上回ることがありま

す。せっかく発電できるのに活用できてい

ないとしたら、もったいないことです。

VPPなら社会的費用を
低減できる可能性も

　既存の発電所は大量に発電し、多数の

需要家に安定して電気を届けることを得

意としています。大口需要家とは事前契

約の下にピークシフトやピークカットの取

組みを進めていますし、個人でも夜間電

力の活用が進んでいます。しかし、発電所

が取り扱う単位が大きいために、需要と供

給にきめ細かく対応することは容易では

ありませんでした。

　VPPは太陽光発電や燃料電池、家庭用

蓄電池や電気自動車など多種多様な設備

をネットワークでつなぎ、IoT（Internet 

of Things）で制御するので、従来よりも

細やかなエネルギーマネジメントが可能

になります。ピークカットのために需要を

減らすこともできれば、再生可能エネル

ギーの発電が好調なときは蓄電池などへ

電気をためて積極的に活用することもで

きるのです。

　このように様々なエネルギー源を統合

制御するVPPを通して、需要家に多様な

エネルギーサービスを提供したり、発電所

と需要家の間に入ってエネルギー需給の

バランスの調整役を担う事業者のことを

「アグリゲーター」と呼びます。語源は集約

や集めることを意味するアグリゲート

（aggregate）です。

　需要家はアグリゲーターと契約を結び、

VPPサービスを受けることになります。電

力自由化以降、電力会社を自分で選ぶよ

うになったのと同様に、「アグリゲーターA

社は節電によるピークカットに対するイン

センティブが大きい」「B社は効果的な発

電方法について助言してくれる」などと比

較検討しながら選択する時代が間もなく

訪れるでしょう。

　社会全体としてはピーク対応のための

発電設備が不要になるので、社会的費用

が低減される可能性があります。また、再

生可能エネルギーが活用しやすくなるこ

とで、環境対策としても効果があるかもし

れません。いずれにしてもVPPはまだ始

まったばかり。どのように発展するのか、

今後に期待したいところです。

［お詫びと訂正］2019年Vol.4のマンガで、日本の電源構成比率に「石油32.3%」と記載しましたが、正しくは「石炭32.3%」です。お詫びして訂正します。
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　黒部峡谷鉄道は富山県の宇
う な

奈月
づき

駅から 欅
けやきだいら

平 駅までを結
ぶ20km余りの観光鉄道で、もともとは黒部地区の電源開
発のためにつくられた資材運搬用の鉄道だった。現在は4月
後半から11月末までの間のみ運行しており、「トロッコ電
車」の愛称で親しまれている。
　この鉄道の魅力の一つは、ガラス窓がなく開放的な客車
から風を感じつつ、黒部峡谷の絶景を楽しめるところにあ
る。特に秋は、標高の高い欅平駅周辺から始まる紅葉が、季
節が進むにつれて宇奈月駅周辺に下りてくるため、列車に
揺られながら季節の移ろいを感じることができる。
　電源開発用の鉄道ならではの特徴も見逃せない。現在も

一般客が乗車できない工事用列車が運行しているが、その
際、宇奈月駅の発車案内には「工事」と書かれたユニークな
表示がなされる。また、欅平駅からは、工事用列車のみが走
る支線も存在する。これは、黒部ダムまでを結ぶもので、抽
選となるが、この路線を走る「黒部ルート見学会」も開催。普
段は見られない景色を望めるため、人気を博している。

おいしいオレンジジュースが
飲みたいです。一つひとつに
こだわり続けてでき上がった
ものだからこそ、他にはない
価値を生み出すことが今更な
がら再認識させられました。
一見、オレンジジュースには
関係なさそうな掃除をここま
で徹底する。その徹底ぶり。
私もかなりな掃除好きなので
すが、さすがにここまでは行
き届かない。それができる人
こそが、何かを成し遂げられる
人なのでしょうね。（akubi）

編 集 後 記

（株）水谷事務所代表／NPO法人 MERRY PROJECT 代表理事　水谷 孝次さん

「成功する人になること」 

インドネシア・スマトラ島の西端にあるバンダ・アチェの
メモリアルパークへ。大きな船が強烈な津波によって
運ばれ、住宅地の中に放置された場所が、今は公園
として開放されている。子どもたちのまぶしい笑顔と、
津波の傷を残す船とのコントラストに未来への希望を
感じた。2004年12月26日マグニチュード9.1の大地
震により、最大34mもの巨大な津波が来て、22万人
もの人が亡くなった。時間が多くのことを解決したのだ
ろうか。みんな今を生き、今を楽しんでいる。人間の
ポジティブで前向きな力に今日も驚く。絶望の後の希
望は強い。MERRYな笑顔は津波に負けず光り輝い
ていた。アチェの皆さん、素晴らしい笑顔をありがとう!

お客さまの豊かな未来の実現に、製品デザインで貢献

特 集 「奇跡」 を起こしたみかん農園 ・株式会社ナカニシ A1工場
・NSスチレンモノマー株式会社 大分製造所

VPP（仮想発電所）
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MERRY メッセージ

インドネシア・バンダ・アチェ

黒薙（くろなぎ）駅から歩いて行くことしかできない
黒薙温泉は、秘湯として評判のスポットだ。湯量が
豊富で、宇奈月温泉の湯はここから引かれている。

日本の鉄道
黒部峡谷鉄道
KUROBEKYOKOKU TETSUDO

宇 奈 月
UNAZUKI

柳 　 橋
YANAGIBASHI

季節の移ろいを感じられるトロッコ電車が、錦秋の黒部峡谷を走る
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